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令和５年度亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会 会議録（概要版） 

（第３回会議） 

 

１．日時 

 令和６年２月 19日（月） 13：30～15：00 

 

２．場所 

 亀岡市役所２階 202・203 会議室 

 

３．会議次第 

 １ 開会 

 ２ 協議事項 

（１）亀岡市いきいき長寿プラン（第９期）について 

          ア パブリックコメントの実施結果について 

          イ 委員意見照会の結果について 

       （２）第９期介護保険サービスの見込みについて 

       （３）亀岡市いきいき長寿プラン（第９期）の目標設定について 

       （４）その他 

３ 閉会 

 

４．配布資料 

次第 

亀岡市いきいき長寿プラン推進協議会委員名簿 

資料１、資料２、資料３、資料４、別紙１、別添（図、施策体系）、別紙２ 

 

５．出席者（敬称略） 

松田 美智子（龍谷大学）、河野 秀彦（亀岡市医師会）、高橋 依子（亀岡市社会福祉協議会）、

中西 明美（亀岡市民生委員児童委員協議会）、藤本 泉泰（（公社）亀岡市シルバー人材 

センター）、細川 景子（社会福祉法人 利生会）、前渕 功（社会福祉法人 友愛会）、 

小畠 哉恵（亀岡ボランティア連絡協議会）、林 昭（亀岡市老人クラブ連合会）、 

西田 新司（亀岡市自治会連合会）、谷奥 正憲（市民代表） 

※傍聴者３名 

 

６．主な協議内容 

（事務局） 【開会】 

【開会挨拶】 

（事務局） 

・ 欠席者のお知らせ 
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協議事項（１）亀岡市いきいき長寿プラン（第９期）について 

（事務局資料説明） 【資料１、資料２、別紙１、別添（図、施策体系）】 

【質疑応答等】 

（委員） 

・命のカプセルについては、年に１度の強化期間を設け、民生委員から年間を通じてお声掛けを

するようにしている。 

（委員） 

・普及されたのは 10 年ほど前で時間が経っているため、認識が薄れているのではないか。 

（事務局） 

・命のカプセルは平成 23 年から、現在も民生委員に独居老人や夫婦のみ世帯へ配っていただい

ている。市役所でも配布しており、ホームページにも掲載している。 

（委員） 

・老人クラブでも最近では命のカプセルを知らない方もいるため、周知する。 

 

協議事項（２）第９期介護保険サービスの見込みについて 

（事務局資料説明） 【資料３】 

【質疑応答等】 

（会長） 

・保険料段階 12、13 段階までは国の基準に合わせて、14段階以降は亀岡市の所得額、人数分布

を把握したうえで乗率を計算しているということか。実際に収支は合うのか。 

（事務局） 

・現状の所得区分から人数分布を踏まえて試算している。人数割合では低所得者の方が多いが、

その軽減分を高所得者の方で補うというような状況にはならない。一定の配慮をする中で、高

所得者の方の乗率も見直している。 

（会長） 

・国民年金のみの方は少ないのか。 

（事務局） 

・低所得の方では多いと思う。厚生年金の方を入れると保険料段階の８段階までにほとんどの人

が収まっている。 

 

協議事項（３）亀岡市いきいき長寿プラン（第９期）の目標設定について 

（事務局資料説明） 【資料４】 

【質疑応答等】 

（委員） 

・119 ページ（１）介護保険サービスの「基本政策・具体的な取組・目標指標」について、「介護

離職ゼロに向けた取組」の目標指標が「特養待機者の減少」とあるが、「介護離職ゼロに向け

た取組」の目標指標であれば、ＩＣＴ化導入率などがあてはまるのではないか。 
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（会長） 

・自分の家族の介護のために離職をする人がいなくなることを指して「介護離職ゼロ」というこ

とではないか。 

（委員） 

・113ページ基本目標１にある、④地域包括支援センター職員の質の向上と負担軽減の「負担軽

減」は具体的に何を指すのか。３職種の確保や職員の研修とどのようにつながっているのか。 

（事務局） 

・地域包括支援センターの負担軽減について、国の法改正で初期相談窓口の委託等が可能になっ

た。それも含めて、今後負担軽減がどのような形でできるのかを検討すると計画に記載してい

るが、数値化が難しいため、３職種の確保と地域包括支援センターが研修等で色々な関係機関

と連携をしながら、困難事例の勉強を進め、対応できる体制づくりを行うという意味で負担軽

減としている。 

（委員） 

・117ページ（３）高齢者の活動支援（生きがいづくり）の「生涯学習等」について、来年の１

月頃から工事が入る影響で活動が制限されるのではないか。その意味で、令和６年の目標値は

4,220人と、令和７年と比べて80名減らしているのか。 

（事務局） 

・総合計画における令和７年度の目標値4,300人をベースに、令和５年度の目標数値の間を取っ

て、令和６年度は4,220人としている。工事の関係ではない。 

 

協議事項（４）その他 

（事務局資料説明） 【別紙２】 

（会長） 

・他には何か質問等はあるか。ないようなので、本日の議事はすべて終了となる。 

 

【閉会】 

（事務局） 

・健康福祉部長挨拶 

 


